
はだの議会だより 令和 5年（2023 年）2 月12日（日）  第 247号〘2〙

保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し

子
育
て
支
援
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

秦野名水を活用した「おいしい秦野の水」

秦野市人口ビジョンにおける
上地区の将来推計

※イエナプラン教育…ドイツで始まりオランダで広がった、一人一人を尊重しながら自律と共生を学ぶオープンモデルの教育のこと。
※一条校…幼稚園や小学校など学校教育法第１条に定められた教育施設の種類やその教育施設の通称のこと。

用語解説

創　
和　
会　
　
　
福
森　
真
司

一　
安
全
で
お
い
し
い
水
道
水
の
供
給

に
つ
い
て

問　
法
定
耐
用
年
数
で
あ
る
40
年
を
超

え
て
水
道
管
が
更
新
時
期
を
迎
え
る
中
、

安
定
し
た
水
道
水
を
供
給
す
る
た
め
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
漏
水
の
早
期
発
見
、
水
管
橋
・
空

気
弁
な
ど
の
施
設
の
定
期
点
検
に
よ
り

管
路
機
能
の
維
持
に
努
め
、
予
防
保
全

型
の
管
理
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
市
民
の
日
常
生
活
、
地
域
産
業

振
興
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
施
設
の
適
切
な

維
持
管
理
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
市
民

共
有
の
財
産
で
あ
る
豊
富
な
地
下
水
と
、

優
れ
た
先
人
が
築
い
た
歴
史
あ
る
水
道

を
誇
り
と
し
、
適
切
な
負
担
の
も
と
、

水
道
施
設
が
適
正
に
維
持
管
理
さ
れ
、

秦
野
名
水
を
主
要
な
水
源
と
し
た
水
道

水
が
安
全
・
安
心
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

今
後
も
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
低
未
利
用
地
の
有
効
活
用
に
つ
い

て問　
歳
入
確
保
に
つ
な
が
る
未
利
用
地

の
有
効
活
用
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
積
極
的
な
歳
入
確
保
へ
向
け
て
売

却
や
貸
し
付
け
を
進
め
る
と
と
も
に
、

秦
野
名
水
な
ど
の
観
光
資
源
や
特
産
品

を
活
用
し
土
地
の
持
つ
魅
力
を
認
識
し

な
が
ら
有
効
性
や
可
能
性
を
検
討
す
る
。

公　
明　
党 　
　
山
下　
博
己

一　
地
域
公
共
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

問　
高
齢
化
の
進
行
で
、
公
共
交
通
不

便
地
域
の
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
公
共

交
通
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
福
祉

部
局
を
交
え
て
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
を
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

答　
今
後
、
地
域
公
共
交
通
の
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
、
地
域
の
実
情
や
市
民

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔

一　
教
育
に
つ
い
て

問　
令
和
元
年
９
月
定
例
会
で
上
小
学

校
へ
の
※
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入

に
つ
い
て
の
話
を
し
た
。
イ
エ
ナ
プ
ラ

ン
の
理
念
に
は
賛
同
し
て
も
ら
え
た
か
。

答　
賛
同
し
て
い
る
。
２
年
８
月
に
教

育
長
が
長
野
県
佐
久
穂
町
に
あ
る
先
進

校
の
私
立
大
日
向
小
学
校
を
視
察
し
た
。

要
望　
秦
野
の
魅
力
で
あ
る
秦
野
名
水

な
ど
を
地
域
固
有
の
資
源
、
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
有
効
活
用
し
歳
入
確

保
・
歳
出
削
減
に
取
り
組
み
、
市
民
が

生
き
生
き
と
暮
ら
す
活
力
あ
る
ま
ち
秦

野
を
目
指
す
た
め
資
源
を
有
効
に
活
用

し
適
正
な
市
政
運
営
に
努
め
て
ほ
し
い
。

需
要
、
観
光
需
要
な
ど
に
即
し
た
持
続

可
能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確

保
に
向
け
計
画
の
策
定
を
進
め
る
。

問　
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
を
導
入
し
交
通
網
の
拡
充
に
効
果

を
生
ん
だ
事
例
を
参
考
に
し
て
、
事
業

者
と
の
協
議
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答　
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
効
果
が
期
待
で
き

る
部
分
も
あ
る
。
先
進
事
例
を
注
視
し

な
が
ら
、
本
市
に
合
っ
た
持
続
可
能
な

地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

二　
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組
に
つ
い
て

問　
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
品
が
大
量
に

廃
棄
さ
れ
て
い
る
問
題
に
対
し
、
食
品

ロ
ス
の
削
減
は
重
要
で
あ
る
。
削
減
へ

向
け
た
課
題
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

答　
市
民
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、

創　
和　
会　
　
　

 

諸
星　
　
光

一　
県
道
７
０
８
号
の
渋
滞
解
消
に
向

け
た
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い
て

問　
篠
窪
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
伴
う
交

通
量
の
増
加
を
受
け
、
県
道
７
０
８
号

の
秦
野
区
間
や
、
周
辺
の
生
活
道
路
に

お
け
る
安
全
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
県
と
の
連
携
で
安
全
対
策
を
検
討

し
、
啓
発
看
板
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の

設
置
な
ど
に
順
次
取
り
組
ん
で
い
る
。

要
望　
今
後
も
広
域
的
な
視
点
で
道
路

網
や
土
地
利
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

二　
農
畜
産
物
の
国
消
国
産
の
推
進
に

つ
い
て

問　
地
産
地
消
、
さ
ら
に
国
消
国
産
に

向
け
て
、
農
業
者
の
所
得
向
上
な
ど
に

つ
な
が
る
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
が
有
効
と

考
え
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
認
定
状
況
と

無
所
属
の
会　
　
　
古
木　
勝
久

一　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
策
に
つ

い
て

問　
保
育
の
質
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

子
ど
も
の
権
利
や
保
育
士
の
確
保
、
保

育
環
境
、
保
育
内
容
な
ど
、
詳
細
な
評

価
基
準
を
設
け
て
、
総
合
的
な
審
査
を

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
乳
幼
児
教
育
保
育
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
使
っ
て
、
保
育
の
質
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
必
要
性
や
在
り
方
に
つ
い

て
引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

意
見　
70
年
前
の
国
基
準
の
保
育
に
固

問　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
を
推
す
の
は
、

文
部
科
学
省
か
ら
既
に
※
一
条
校
と
し

て
認
め
ら
れ
た
実
績
が
あ
り
、
３
年
４

月
に
は
公
立
小
学
校
で
初
と
な
る
イ
エ

ナ
プ
ラ
ン
教
育
校
と
し
て
広
島
県
福
山

市
立
常
石
と
も
に
学
園
が
開
校
し
た
。

検
討
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
一
つ
の
学
校
を
特
化
さ
せ
る
の
で

は
な
く
、
市
内
の
小
・
中
学
校
22
校
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
学
校
づ
く
り
の
構
築
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
上
小
学
校
に
小
規
模
特
認
校
制
度

を
導
入
し
た
理
由
は
何
か
。

答　
特
色
を
生
か
す
教
育
活
動
を
通
じ
、

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
で
あ
る
。

意
見　
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入
を

上
小
学
校
へ
提
案
す
る
理
由
は
二
つ
あ

る
。
一
つ
は
特
色
を
「
も
っ
と
」
生
か

す
こ
と
。
「
22
色
の
色
を
持
た
せ
る
」

第１号として認定された
「農家レストラン秦野どぶろく家」

AIオンデマンド交通の導入を
（チョイソコとよあけ（愛知県豊明市）HPより）

誰一人取り残さない子育て支援を

　一般質問は、12月７日、８日、９日の３日
間行われ、17人の議員が登壇しました。
　一般質問は、２面から４面に掲載していま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載）
　なお、各議員の記事にあるQＲコードを読
み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
理
念
を
う
た

う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は

生
産
年
齢
人
口
の
増
加
。
移
住
に
は

「
目
玉
＝
原
動
力
」
が
必
要
で
、
そ
れ

は
教
育
移
住
で
あ
る
。
秦
野
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
に
お
け
る
将
来
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
３
５
年
の
上
地
区
の
人
口
は
１
３

４
１
人
と
な
り
、
「
限
界
集
落
」
と
な

る
。
今
か
ら
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
。

設
置
促
進
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
こ
れ
ま
で
に
１
件
を
認
定
し
た
ほ

か
複
数
件
の
相
談
が
あ
る
。
本
市
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
と
組
み
合
わ
せ
た
相

乗
効
果
で
設
置
促
進
を
図
り
た
い
。

要
望　
認
定
数
を
増
や
し
、
引
き
続
き

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

三　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不
登
校
に
つ
い
て

問　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
不
登
校

の
児
童
・
生
徒
の
数
が
増
加
傾
向
に
あ

る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
推
進
が
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
や
育
ち
に
有

効
と
考
え
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

学
習
支
援
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
授
業
の
共

有
や
教
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
れ
る
ほ
か
、
令
和
４
年
６
月
か
ら

不
登
校
な
ど
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
を
活
用
し
た
本

市
独
自
の
学
習
支
援
を
開
始
し
た
。

執
す
る
の
で
は
な
く
、
他
の
自
治
体
が

ど
の
よ
う
に
成
果
を
上
げ
た
の
か
を
分

析
し
、
本
市
の
保
育
行
政
を
見
直
し
、

独
自
の
保
育
の
質
を
確
保
す
る
べ
き
だ

と
考
え
る
。

二　
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

問　
滞
納
者
の
差
押
え
件
数
を
年
間
目

標
に
し
て
、
そ
の
件
数
を
職
場
内
で
競

い
合
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
競
い
合
う

目
標
が
違
う
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
想
定
さ
れ
る
年
間
の
処
理
件
数
か

ら
職
員
の
経
験
年
数
に
応
じ
て
配
分
し

て
い
る
も
の
で
、
競
い
合
う
た
め
の
も

の
で
は
な
い
。

問　
そ
の
結
果
は
、
職
員
の
人
事
評
価

や
給
与
な
ど
の
査
定
に
影
響
を
及
ぼ
す

も
の
な
の
か
。

答　
数
値
目
標
は
年
間
の
処
理
目
安
に

過
ぎ
な
い
。

問　
目
標
設
定
は
相
手
に
寄
り
添
う
相

談
件
数
や
徴
収
率
に
し
て
、
差
押
え
件

数
を
目
標
に
す
る
こ
と
は
、
即
刻
、
止

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
実
施
で
き
る
か
。

答　
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
く
。

議長公務（1２月～２月）
議長の主な公務について
お知らせします。
より詳細な公務日程につ
いては、市議会ホームペ
ージでも公開しています。
○１２月
 19日 （月） 令和４年度秦野市自治会連合会忘年会
 28日 （水）  令和４年消防団歳末火災特別警戒激

励式
○１月
 ５日 （木） 令和５年秦野市新年賀詞交歓会
 ９日 （月） 令和５年秦野市はたちのつどい
 10日 （火）  秦野商工会議所令和５年新年賀詞交歓会
 14日 （土） 令和５年秦野市消防出初式
 17日 （火）  2023年度公益社団法人秦野青年会議

所新年賀詞交歓会（副議長代理出席）
 21日 （土） 令和４年度秦野市教育功労者等表彰式
   令和４年度はだのっ子アワード表彰式
 26日 （木）～27日（金）
   関東市議会議長会　第２回支部長会議
○２月
 １日 （水）  全国高速自動車道市議会協議会第49

回定期総会
 ５日 （日）  ふるさとお国じまん第13回秦野市県

人会フェア

庁
内
で
も
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問　
こ
の
取
り
組
み
は
多
く
の
部
局
に

関
係
す
る
こ
と
か
ら
、
明
確
な
理
念
の

も
と
、
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る
た

め
の
食
品
ロ
ス
削
減
推
進
計
画
を
策
定

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
先
行
自
治
体
の
効
果
や
実
効
性
を

研
究
し
、
次
期
ご
み
処
理
基
本
計
画
に

食
費
ロ
ス
削
減
計
画
を
位
置
付
け
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

小菅　基司 議長
こちらから
アクセス

財
源
確
保
に
向
け
た

本
市
資
源
の
有
効
活
用
を「

親
の
経
済
力
」で
は
な
く「
子
ど
も
の
個
性
」に

よ
っ
て
選
べ
る
も
う
一
つ
の
公
教
育
を
作
る 高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

交
通
の
足
の
確
保
を

安
心
・
安
全
で
豊
か
な

地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て




